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１．概要 

新潟県中越沖地震後の設備健全性に係る点検・評価報告書（建物・構築物）で確認

された柏崎刈羽原子力発電所７号機原子炉建屋およびタービン建屋のひび割れの補

修状況についてとりまとめたものである。 
 
２．準拠図書 
・ 柏崎刈羽原子力発電所７号機新潟県中越沖地震後の設備健全性に係る点検・評価

報告書（建物・構築物編）（改訂１）（東京電力㈱） 
・ 「新潟県中越沖地震後の建物のひび割れ補修要領（東京電力㈱）」 
・ 柏崎刈羽原子力発電所７号機建物・構築物におけるひび割れ補修について（東京

電力㈱） 
 
３．補修範囲 
ひび割れの補修範囲は、柏崎刈羽原子力発電所７号機新潟県中越沖地震後の設備健

全性に係る点検・評価報告書（建物・構築物編）（改訂１）に記載した以下のひび割

れを対象とする。 

（１）耐震壁、補助壁および遮へい壁の「中越沖地震によって発生したことが否定

できないひび割れ」 

（２）堰その他の設備に該当する壁・床のひび割れ 
 
４．補修方法 

ひび割れの補修および材料は、以下のとおりとする。 

（１）ひび割れ補修方法は以下のとおりとする。 

①耐震壁、補助壁および遮へい壁（壁面）のひび割れ補修方法 

ひび割れ幅 0.2mm を超えるひび割れについては、エポキシ樹脂注入による補

修を実施する。 

ひび割れ幅 0.2mm 以下のひび割れについては、「発電所建物ひび管理・補修

要領」に基づき補修を実施する。 

また、エポキシ樹脂注入工法詳細な手順については、日本建築学会「鉄筋コ

ンクリート造建築物の耐久性・診断および補修指針（案）・同解説」 5.5 補

修材料および補修工法を参考に実施する。 

 

②堰その他の設備（床面）のひび割れ補修方法 

堰その他の設備におけるひび割れについてはすべて「発電所建物ひび管理・

補修要領」に基づき補修を実施する。 
 

（２）補修材料は以下のとおりとする。 

注入材料は、JIS A 6024 に定められた、建築補修用注入エポキシ樹脂の品質

に適合するものとする。 
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５．施工手順 
各ひび割れ補修における基本的な施工手順は以下のとおりとする。 

（１）ひび割れ幅 Ｗ＞0.2mm（壁面：塗装仕上げあり） 

①既存塗膜剥がし 

②凹カット 

③座金取り付け 

④シール 

⑤エポキシ樹脂注入 

⑥不陸調整（エポキシ樹脂） 

⑦エポキシ樹脂塗装 
 
 
 
（２）ひび割れ幅 Ｗ＞0.2mm（壁面：塗装仕上げなし） 

①凹カット 

②座金取り付け 

③シール 

④エポキシ樹脂注入 

⑤モルタル仕上げ 
 
 
 

 

（３）ひび割れ幅 Ｗ＝0.2mm（壁面：塗装仕上げあり） 

①既存塗膜剥がし 

②凹カット 

③エポキシ樹脂埋め 

④不陸調整（エポキシ樹脂） 

⑤エポキシ樹脂塗装 
 
 
 
 

（４）ひび割れ幅 Ｗ＜0.2mm（壁面：塗装仕上げあり） 

①既存塗膜剥がし 

②パテ処理（エポキシ樹脂） 

③エポキシ樹脂塗装 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

不陸調整（エポキシ樹脂） 

補修塗装 エポキシ樹脂埋め 

エポキシ樹脂塗装 

エポキシ樹脂注入 
不陸調整（エポキシ樹脂） 

パテ処理（エポキシ樹脂） 

エポキシ樹脂塗装 

モルタル仕上げ 

エポキシ樹脂注入 
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（５）ひび割れ幅 Ｗ≦0.2mm（壁面：塗装仕上げなし） 

①パテ処理（エポキシ樹脂） 

②モルタル仕上げ 

 
 
 
 
 
（６）ひび割れ幅 Ｗ≧0.2mm（床面） 

①既存塗膜剥がし 

②凹カット 

③座金取り付け 

④シール 

⑤エポキシ樹脂注入 

⑥不陸調整（エポキシ樹脂） 

⑦エポキシ樹脂塗装 
 
 
（７）ひび割れ幅 Ｗ＜0.2mm（床面） 

①既存塗膜剥がし 

②凹カット 

③エポキシ樹脂埋め 

④不陸調整（エポキシ樹脂） 

⑤エポキシ樹脂塗装 

 
 
 
６．補修の進捗状況 
平成 20 年 12 月 5 日現在のひび割れの補修状況を表-1･2 に示す。また、ひび割れ補

修一覧表の例を資料１に示す。 

補修対象箇所に対する補修完了率は約 99％である。 
ひび割れの補修状況（手順）の例について資料２に示す。 

 
 

表-1 地震によって発生したことが否定できないひび割れ補修状況 

 部位 対象本数 補修完了数 完了率 

耐震壁 11 11 100％ 

補助壁 50 50 100％ 原子炉建屋 

遮へい壁 7※1 7 100％ 

耐震壁 124 122 98% 

補助壁 14 14 100% タービン建屋 

遮へい壁 12 ※1 12 100% 

合計 218 216 99% 

※1：遮へい壁は、報告書に記載のもののみ。 

 

不陸調整（エポキシ樹脂） エポキシ樹脂塗装
エポキシ樹脂注入 

不陸調整（エポキシ樹脂） 

エポキシ樹脂塗装 

エポキシ樹脂埋め 

パテ処理（エポキシ樹脂） 

モルタル仕上げ 
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表-2 堰その他の設備のひび割れ補修状況 

 部位 対象本数※2 補修完了数 完了率 

原子炉建屋 堰 22  22 100% 

タービン建屋 堰 118  118 100% 

合計 140 140 100% 

※2：堰のひび割れは、エリア箇所を示す。 

 

 
７．補修後の確認 
ひび割れ補修対象箇所が適切に補修されたことを記録または立会により確認する。

記録のサンプルを資料３に示す。 
・材料検査  ：製造メーカの品質記録を全数記録確認 
・施工工程検査：施工者のチェックリストを全数記録確認 
・外観目視検査：補修後の現地を全数立会確認 
なお、７号機については、念のため、ひび割れにエポキシ樹脂が注入されているこ

とを確認するため、コアボーリングを実施し、採取したコンクリートコアの状態によ

り、補修が適切であることを確認する。 
 
 
 

以  上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



：報告書記載のひび割れを示す。

耐震壁 遮蔽 年月日 氏名

B1 非管 Ｃ０１０ ５～６－Ａ Ａ系非常用電気品室 ○ 無
0.3 × 1.7

1

１ 非管 Ｆ００８ １－Ｆ～Ｇ DG(B)室 ○ 無
0.1 × 1.6

2

3 管理 Ｆ００７ ２－Ａ～Ｂ ＳＧＴＳ室 ○ ○ 有
0.3 × 2.0

3

3 管理 Ｆ０２０ ２－Ｄ～Ｅ ＳＬＣタンク室 ○ 有
0.1 × 2.5

4

3 管理 Ｆ０２３ ２－Ｂ～Ｃ ＳＧＴＳ室 ○ 有
0.1 × 2.1

5

3 非管 Ａ００２ １～２－Ａ ＨＷＨ熱交換機室 ○ ○ 無
0.2 × 3.0

6

3 非管 Ｂ０２４ １～２－Ｇ DG(B)燃料ディタンク室 ○ 有
0.3 × 2.1

7

3 非管 Ｃ００２ ２－Ａ～Ｂ ＨＷＨ熱交換機室 ○ 無
0.2 × 2.0

8

3 非管 Ｃ００５ ２－Ａ～Ｂ ＨＷＨ熱交換機室 ○ 無
0.3 × 1.8

9

M3 非管 Ｃ０１１ ２－Ｆ～Ｇ 南北連絡通路 ○ 無
0.3 × 2.0

10

4F 管理 Ｓ０１１ ６－Ｃ～Ｄ オペフロ ○ 有
0.2 × 2.5

11

７号機原子炉建屋　ひび割れ補修一覧表（耐震壁）

補修完了日/
確認者氏名

幅(㎜)×長さ(m)

今回調査

室名・ｴﾘｱ名
塗装
区分

階数
管理区
分

番　号 場　　　所

部　位

番号

S
a
m
p
le

資
料
１

1 / 25



：報告書に記載のひび割れを示す。

補助 遮蔽 年月日 氏名

Ｂ３ 管理 Ｃ’１３６ ５～６－Ａ～Ｂ
ＨＣＷ（Ｄ）．ＬＣＷ（Ａ）サンプリン
グ室

○ ○ 有
0.1 × 1.5

1

Ｂ３ 管理 Ｃ’１３５ ５～６－Ａ～Ｂ 西側通路 ○ ○ 有
0.1 × 1.5

2

Ｂ３ 管理 Ｃ’１１０ ６～７－Ａ～Ｂ ＲＨＲ（Ａ）ポンプ熱交換器室 ○ ○ 有
0.2 × 1.9

3

Ｂ３ 管理 Ｃ’０５０ １～２－Ｄ～Ｅ ＨＰＣＦ（Ｂ）ポンプ室 ○ 有
0.1 × 1.6

4

Ｂ３ 管理 Ｃ’０４５ １～２－Ｄ～Ｅ 南側通路 ○ 有
0.1 × 1.1

5

Ｂ３ 管理 Ｃ’０１５ ６～７－Ｃ～Ｄ 北側通路 ○ ○ 有
0.1 × 1.8

6

Ｂ３ 管理 Ｃ’０２３－ａ １～２－Ｆ～Ｇ 東側通路 ○ ○ 有
0.1 × 0.7

7

Ｂ２ 管理 Ｉ’０１１ ６－Ｄ～Ｅ ＲＨＲ（Ｃ）弁室 ○ ○ 有
0.1 × 1.3

8

Ｂ２ 管理 Ｉ’０２５ ６－Ｄ～Ｅ 北側通路 ○ ○ 有
0.1 × 2.0

9

Ｂ２ 管理 Ｉ’００３ Ｆ－６～７ 北側通路 ○ 有
0.2 × 1.7

10

Ｂ１ 非管 Ｍ’０２７ ６～７－Ｃ～Ｄ ＲＩＰ－ＡＳＤ（Ａ）（Ｅ）室 ○ ○ 無
0.2 × 1.1

11

Ｂ１ 管理 Ｇ’０１９ ５～６－Ｄ
原子炉系（ＤＩＶ－Ⅲ）計装ラック
室

○ 有
0.1 × 1.0

12

Ｂ１ 管理 Ｅ’０６０ ５～６－Ｃ～Ｄ
原子炉系（ＤＩＶ－Ⅰ）計装ラック
室

○ 有
0.1 × 1.0

13

Ｂ１ 非管 Ｐ’０１４ １～２－Ｅ～Ｆ NSDサンプ（B)室 ○ 無
0.1 × 2.5

14

Ｂ１ 管理 Ｇ’００９ ３～４－Ｆ 東側通路 ○ 有
0.1 × 2.5

15

Ｂ１ 非管 Ｐ’０１５ ６～７－Ｅ～Ｆ NSDサンプ（A)室 ○ 無
0.1 × 2.5

16

７号機原子炉建屋　ひび割れ補修一覧表（補助壁・遮へい壁）

階数
管理区
分

番　号 場　　　所 室名・ｴﾘｱ名 番号
塗装
区分

今回調査部位 補修完了日/確認者氏名

幅(㎜)×長さ(m)
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：報告書に記載のひび割れを示す。

補助 遮蔽 年月日 氏名

７号機原子炉建屋　ひび割れ補修一覧表（補助壁・遮へい壁）

階数
管理区
分

番　号 場　　　所 室名・ｴﾘｱ名 番号
塗装
区分

今回調査部位 補修完了日/確認者氏名

幅(㎜)×長さ(m)

MB1 管理 Ｇ’０２１ ５～６－Ｄ ＲＨＲ（Ｃ）配管室 ○ ○ 有
0.1 × 1.0

17

MB1 管理 Ｅ’０７４ ５～６－Ｄ ＲＨＲ（Ａ）配管室 ○ ○ 有
0.2 × 0.5

18

MB1 管理 Ｅ’０７５ ５～６－Ｄ ＲＨＲ（Ａ）配管室 ○ ○ 有
0.3 × 0.7

19

1 管理 Ｉ’０５７ ２～３－Ｂ～Ｃ FPCろ過脱塩器ハッチ室 ○ ○ 有
0.1 × 2.2

20

1 管理 Ｉ’０５８ ２～３－Ｂ～Ｃ FPCろ過脱塩器ハッチ室 ○ ○ 有
0.1 × 2.2

21

1 管理 Ｉ’０２９ ６－Ｂ～Ｃ 北西通路 ○ ○ 有
0.1 × 1.4

22

1 管理 Ｉ’０１７ １～２－Ｃ 南側通路 ○ ○ 有
0.1 × 1.3

23

1 非管 Ｒ’０１４ １～２－Ｄ～Ｅ 南側通路 ○ ○ 無
0.2 × 2.0

24

1 管理 Ｉ’０５０ １～２－Ｅ～Ｆ 南側通路 ○ ○ 有
0.1 × 2.2

25

1 非管 Ｒ’０１６ １～２－Ｅ～Ｆ ＤＧ（Ｂ）室 ○ ○ 無
0.2 × 2.7

26

1 非管 Ｒ’０１９ １～２－Ｅ～Ｆ ＤＧ（Ｂ）室 ○ 無
0.2 × 0.7

27

1 非管 Ｒ’０１５ １～２－Ｅ～Ｆ 南側通路 ○ 無
0.2 × 0.8

28

1 管理 Ｉ’０１２ ２～３－Ｆ～Ｇ FCS再結合装置室 ○ ○ 有
0.1 × 2.0

29

1 管理 Ｉ’０１１ ２～３－Ｆ～Ｇ FCS再結合装置室 ○ ○ 有
0.2 × 3.5

30

1 管理 Ｉ’０３６ ５～６－Ｆ～Ｇ 北側通路 ○ ○ 有
0.1 × 1.8

31

1 管理 Ｉ’０３７ ５～６－Ｆ～Ｇ 北側通路 ○ ○ 有
0.1 × 1.1

32
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：報告書に記載のひび割れを示す。

補助 遮蔽 年月日 氏名

７号機原子炉建屋　ひび割れ補修一覧表（補助壁・遮へい壁）

階数
管理区
分

番　号 場　　　所 室名・ｴﾘｱ名 番号
塗装
区分

今回調査部位 補修完了日/確認者氏名

幅(㎜)×長さ(m)

2 非管 Ｌ’０３９ １～２－Ｂ 南側通路 ○ ○ 無
0.2 × 2.5

33

2 非管 Ｌ’０７２ １～２－Ｂ 南側通路 ○ ○ 無
0.1 × 1.4

34

2 管理 Ｄ’１０５ １～２－Ｂ 南側通路 ○ ○ 無
0.1 × 1.0

35

2 非管 Ｌ’０４０ １～２－Ｂ～Ｃ 南側通路 ○ ○ 無
0.1 × 2.5

36

2 管理 Ｄ’０５８ １～２－Ｂ～Ｃ 南側通路 ○ ○ 有
0.2 × 2.1

37

2 管理 Ｄ’０６２ ２－Ｂ～Ｃ 南側通路 ○ 有
0.3 × 2.0

38

2 非管 Ｌ’００７ ６－Ｂ～Ｃ 北側通路 ○ ○ 無
0.1 × 0.8

39

2 非管 Ｌ’０４６-ｂ １～２－Ｄ～Ｅ 南側通路 ○ ○ 無
0.2 × 0.6

40

2 管理 Ｄ’０２６ ５～６－Ｄ～Ｅ 北側通路 ○ ○ 有
0.1 × 1.2

41

2 管理 Ｄ’０９０ ５～６－Ｄ～Ｅ 電気ペネ室 ○ ○ 有
0.1 × 0.9

42

2 管理 Ｄ’０４２ ２～３－Ｆ～Ｇ 南側通路 ○ 有
0.2 × 1.8

43

2 管理 Ｄ’０３９ ５～６－Ｅ～Ｆ 北側通路 ○ 有
0.2 × 1.0

44

M2F 管理 Ｄ’０８０ ２～３－Ｂ～Ｃ ＦＰＣ弁室 ○ ○ 有
0.1 × 2.0

45

3 非管 Ｂ’００３ ２～３－Ａ～Ｂ 西側通路 ○ 無
0.3 × 2.4

46

3 管理 Ｇ’０３７ ５～６－Ｄ ＩＳＩ試験片室 ○ 有
0.1 × 0.9

47

3 管理 Ｇ’０３８ ５～６－Ｄ ＩＳＩ試験片室 ○ 有
0.1 × 1.4

48
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：報告書に記載のひび割れを示す。

補助 遮蔽 年月日 氏名

７号機原子炉建屋　ひび割れ補修一覧表（補助壁・遮へい壁）

階数
管理区
分

番　号 場　　　所 室名・ｴﾘｱ名 番号
塗装
区分

今回調査部位 補修完了日/確認者氏名

幅(㎜)×長さ(m)

3 管理 Ｇ’０２３ ５～６－Ｅ ＩＳＩ試験片室 ○ 有
0.1 × 2.4

49

3 管理 Ｇ’０２４ ５～６－Ｅ ＩＳＩ試験片室 ○ 有
0.2 × 2.4

50

3 管理 Ｇ’０３２ ５～６－Ｅ ＩＳＩ試験片室 ○ 有
0.1 × 2.4

51

3 管理 Ｇ’０３３ ５～６－Ｅ ＩＳＩ試験片室 ○ 有
0.1 × 2.4

52

3 管理 Ｇ’０２１ ５～６－Ｅ～Ｆ ＩＳＩ試験片室 ○ ○ 有
0.1 × 1.8

53

3 管理 Ｇ’０２２ ５～６－Ｅ～Ｆ ＩＳＩ試験片室 ○ ○ 有
0.1 × 1.1

54

M3F 管理 Ｇ’０１２ ５～６－Ｅ～Ｆ 北東コーナー ○ ○ 有
0.1 × 2.5

55

M3F 管理 Ｇ’０１３ ５～６－Ｅ～Ｆ 北東コーナー ○ ○ 有
0.1 × 3.0

56

M4F 管理 Ｆ’０１１ １～２－Ｅ～Ｆ 燃料棒取替機制御室 ○ 有
0.2 × 1.5

57

M4F 管理 Ｆ’０１２ １～２－Ｅ～Ｆ 燃料棒取替機制御室 ○ 有
0.1 × 1.5

58
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：報告書に記載のひび割れを示す。

年月日 氏名

B3 管理 16 ３～４－Ｅ～Ｆ
炉心流量(DIV-Ⅱ)
計装ﾗｯｸ､感震器(B)室

床 ｂ 有
0.1 × 2.2 × 1

1

B3 管理 83 ２～３－Ｂ～Ｃ
CUW
逆洗水受ﾀﾝｸ室

巾木、壁 ｂ，ｆ 有
0.1 × 5.2 × 6 ｓ

2

B3 管理 153 １～２－Ｃ～Ｄ 南側通路 床 ｂ 有
0.1 × 1.4 × 1

3

B3 管理 154 １－Ｆ～Ｇ 南東通路 巾木 ｂ 有
0.1 × 0.4 × 1 ｓ

4

B3 管理 155 ３～４－Ｆ～Ｇ 東側通路 床 ｂ 有
0.1 × 1.2 × 1

5

B3 管理 156 ３～４－Ｆ～Ｇ 東側通路 床 ｂ 有
0.1 × 2.4 × 1

6

B3 管理 157 ２～３－Ｆ～Ｇ 南東ＥＶ前 床 ｂ 有
0.1 × 0.4 × 1

7

B3 管理 158 ６～７－Ｇ 北東通路 巾木 ｂ 有
0.1 × 0.2 × 1 ｓ

8

B3 管理 159 ６～７－Ｆ～Ｇ 東側通路 床 ｂ 有
0.1 × 0.8 × 1

9

B3 管理 160 ６～７－Ｂ～Ｃ 北側通路 床 ｂ 有
0.1 × 1.4 × 2

10

B3 管理 161 ７－Ｂ～Ｃ 北側通路 巾木 ｂ 有
0.1 × 1.8 × 1 ｓ

11

B3 管理 162 １～２－Ｂ～Ｃ
RHR･SRCU
ｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞﾗｯｸ室

床 ｂ 有
0.1 × 0.4 × 1

12

B3 管理 163 ５～６－Ｆ～Ｇ
炉心流量(DIV-Ⅲ)
計装ﾗｯｸ､感震器(C)室

床 ｂ 有
0.1 × 0.8 × 6

13

B3 管理 164 ６～７－Ｅ～Ｆ CRDﾎﾟﾝﾌﾟｴﾘｱ 床 ｂ 有
0.1 × 1.0 × 1

14

B3 管理 165 ５～６－Ｄ～Ｅ
RHR(C)ﾎﾟﾝﾌﾟ
熱交換器室

床 ｂ 有
0.1 × 0.9 × 2

15

B3 管理 166 ６～７－Ｃ～Ｄ
RHR(C)ﾎﾟﾝﾌﾟ
熱交換器室

床 ｂ 有
0.1 × 0.6 × 1

16

階数 管理区分

７号機原子炉建屋　ひび割れ補修一覧表（堰その他の設備）

番号 場　　　所 室名・ｴﾘｱ名 部位
管理
ｴﾘｱ

補修完了日/確認者氏名

番号
塗装
区分

幅(㎜)×長さ(ｍ)×本数(本)
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：報告書に記載のひび割れを示す。

年月日 氏名

階数 管理区分

７号機原子炉建屋　ひび割れ補修一覧表（堰その他の設備）

番号 場　　　所 室名・ｴﾘｱ名 部位
管理
ｴﾘｱ

補修完了日/確認者氏名

番号
塗装
区分

幅(㎜)×長さ(ｍ)×本数(本)

B3 管理 167 ６～７－Ｂ～Ｃ
RHR(A)ﾎﾟﾝﾌﾟ
熱交換器室

床 ｂ 有
0.1 × 1.5 × 1

17

B3 管理 168 ６～７－Ｂ～Ｃ
RHR(A)ﾎﾟﾝﾌﾟ
熱交換器室

床 ｂ 有
0.1 × 0.4 × 1

18

B3 管理 169 ２～３－Ｂ～Ｃ
CUW
逆洗水受ﾀﾝｸ室

床 ｂ 有
0.1 × 1.6 × 1

19

B3 管理 170 ２～３－Ｂ～Ｃ
CUW
逆洗水受ﾀﾝｸ室

床 ｂ 有
0.1 × 1.6 × 2

20

B3 管理 171 ２～３－Ｂ
CUW
逆洗水受ﾀﾝｸ室

巾木、壁 ｂ，ｆ 有
0.1 × 2.7 × 4 ｓ

21

B3 管理 172 ２～３－Ｂ～Ｃ
CUW
逆洗水受ﾀﾝｸ室

巾木、壁 ｂ，ｆ 有
0.1 × 2.7 × 6 ｓ

22
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：報告書に記載のひび割れを示す。

耐震壁 遮蔽 年月日 氏名

B2 非管 Ａ５１１ １－Ｃ～Ｄ TCW 　H/Xポンプ室 ○ 無 0.10 × 1.3 1

B2 非管 Ａ５１２ １－Ｃ～Ｄ TCW 　H/Xポンプ室 ○ 無 0.20 × 1.1 2

B2 非管 Ａ５１３ １－Ｃ～Ｄ TCW 　H/Xポンプ室 ○ 無 0.20 × 0.8 3

B2 非管 Ａ５１７ １－Ｂ～Ｃ TCW 　H/Xポンプ室 ○ 無 0.10 × 0.8 4

B2 非管 Ａ５１９ Ａ－１～２ 常用電気品室 ○ 無 0.20 × 2.7 5

B2 非管 Ａ５２２ １－Ａ～Ｂ 常用電気品室 ○ 無 0.25 × 1.3 6

B2 非管 Ａ５２４ ２－Ｄ～Ｅ パイプスペース ○ 無 0.20 × 0.5 7

B2 非管 Ａ５２５ ２－Ｄ～Ｅ パイプスペース ○ 無 0.20 × 1.1 8

B2 非管 Ａ５３０ １－Ａ～Ｂ 常用電気品室 ○ 無 0.25 × 1.5 9

B2 非管 B５１４ Ｄ－４～５ 電解鉄イオン供給装置室 ○ ○ 無 0.30 × 1.5 10

B2 非管 B５１７ ５－Ｂ～Ｃ 循環水配管 ○ 無 0.30 × 0.6 11

B2 管理 Ｃ８０５ J-５～６ ピット内 ○ 無 0.10 × 1.8 12

B2 管理 Ｃ８０６ J-５～６ ピット内 ○ 有 0.10 × 1.0 13

B2 管理 Ｃ８０７ J-５～６ ピット内 ○ 無 0.10 × 2.1 14

B2 管理 Ｄ０８０ Ｇー７～８ 復水回収ポンプ・タンク、VGL復水器室 ○ 有 0.15 × 1.5 15

B2 管理 Ｄ０８４ Ｇー７～８ 復水回収ポンプ・タンク、VGL復水器室 ○ ○ 有 0.30 × 0.5 16

７号機タービン建屋　ひび割れ補修一覧表（耐震壁）

今回調査
幅(㎜)×長さ(m)

補修完了日/確認者氏名

番号階数
管理区
分

番　号 場　　　所 室名・ｴﾘｱ名
塗装
区分

部　位
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耐震壁 遮蔽 年月日 氏名

今回調査
幅(㎜)×長さ(m)

補修完了日/確認者氏名

番号階数
管理区
分

番　号 場　　　所 室名・ｴﾘｱ名
塗装
区分

部　位

B2 管理 Ｄ１１６ ２－Ｅ～Ｆ 南側配管トレンチ ○ ○ 有 0.10 × 1.8 17

B2 管理 Ｈ００６ ３－Ｄ～Ｅ 復水器ﾄﾞﾚﾝｻﾝﾌﾟ室 ○ 有 0.15 × 3.0 18

B2 管理 Ｉ００８ ３－Ｆ～Ｇ 排ガス放射線モニタ室 ○ 有 0.20 × 2.3 19

B2 管理 Ｉ０１４ ３－Ｅ～Ｆ 排ガス放射線モニタ室 ○ 有 0.10 × 0.8 20

MB2 管理 Ａ０２３ ４－Ｈ～Ｊ CＦ配管スペース ○ 有 0.10 × 0.9 21

MB2 管理 Ａ０２８ ４－Ｈ～Ｊ CＦ配管スペース ○ 有 0.10 × 2.0 22

MB2 非管 Ａ５１６ ２－Ａ～Ｂ 漏洩検知ピット ○ 有 0.10 × 1.0 23

MB2 非管 Ａ５１７ ２－Ａ～Ｂ 漏洩検知ピット ○ 有 0.25 × 2.0 24

MB2 管理 Ｃ０２２ ８－Ｈ～Ｊ 北側通路 ○ 有 0.10 × 1.0 25

MB2 管理 Ｃ０２４ ８－Ｈ～Ｊ 北側通路 ○ 有 0.10 × 0.5 26

MB2 管理 Ｃ０２５ ８－Ｈ～Ｊ 北側通路 ○ 有 0.10 × 0.3 27

MB2 管理 Ｃ０２６ ８－Ｈ～Ｊ 北側通路 ○ 有 0.20 × 1.3 28

MB2 管理 Ｃ０２９ Ｊ－７～８ 東側通路 ○ 有 0.10 × 1.7 29

MB2 管理 Ｃ０３１ Ｊ－５～６ 東側通路 ○ 有 0.15 × 2.5 30

MB2 管理 Ｃ０３２ Ｊ－５～６ 東側通路 ○ 有 0.20 × 2.5 31

MB2 管理 Ｃ０３３ Ｊ－４～５ 東側通路 ○ 有 0.20 × 1.8 32

MB2 管理 Ｄ０３４ ５－Ｈ～Ｊ 低圧復水ポンプ室 ○ 有 0.25 × 1.2 33
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耐震壁 遮蔽 年月日 氏名

今回調査
幅(㎜)×長さ(m)

補修完了日/確認者氏名

番号階数
管理区
分

番　号 場　　　所 室名・ｴﾘｱ名
塗装
区分

部　位

MB2 管理 Ｄ０７０ ５－Ｈ～Ｊ 低圧復水ポンプ室 ○ 有 0.10 × 0.4 34

MB2 管理 Ｄ０７１ ５－Ｈ～Ｊ 低圧復水ポンプ室 ○ 有 0.10 × 0.6 35

MB2 管理 Ｅ０３５ ２－Ｄ～Ｅ 南側通路 ○ 有 0.10 × 0.6 36

MB2 管理 Ｅ０３８ ２－Ｄ～Ｅ 南側通路 ○ 有 0.10 × 0.3 37

MB2 管理 Ｅ０３９ ２－Ｄ～Ｅ 南側通路 ○ 有 0.10 × 1.0 38

MB2 管理 Ｅ０４０ ２－Ｄ～Ｅ 南側通路 ○ 有 0.10 × 0.5 39

MB2 管理 Ｅ０４１ ２－Ｄ～Ｅ 南側通路 ○ 有 0.10 × 0.8 40

MB2 管理 Ｊ２３３ Ｇ－８～９ RFP排気室No.２１ ○ 有 0.30 × 1.2 41

MB2 管理 Ｊ２３４ Ｇ－８～９ RFP排気室No.２１ ○ ○ 有 0.30 × 1.8 42

B1 管理 Ａ１０９ １－Ｇ～Ｈ 南側通路 ○ 有 0.10 × 1.2 43

B1 管理 Ａ１１１ １－Ｇ～Ｈ 南側通路 ○ 有 0.10 × 1.3 44

B1 管理 Ａ１１６ １－Ｇ～Ｈ 南側通路（グレーチング） ○ 有 0.10 × 1.0 45

B1 管理 Ａ１１７ １－Ｇ～Ｈ 南側通路（グレーチング） ○ 有 0.10 × 0.6 46

B1 管理 Ａ１２０ １－Ｆ～Ｇ 南側通路（グレーチング） ○ 有 0.10 × 0.9 47

B1 管理 Ａ１２１ １－Ｆ～Ｇ 南側通路（グレーチング） ○ 有 0.10 × 0.9 48

B1 非管 Ａ５０８ ４－Ｂ～Ｃ ＴＳＷポンプ ○ 有 0.20 × 3.0 49

B1 非管 Ｃ８１４ ３－Ａ～Ｂ Ｔ／Ｂ非管東側通路 ○ 有 0.20 × 3.7 50
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耐震壁 遮蔽 年月日 氏名

今回調査
幅(㎜)×長さ(m)

補修完了日/確認者氏名

番号階数
管理区
分

番　号 場　　　所 室名・ｴﾘｱ名
塗装
区分

部　位

B1 非管 Ｃ８１５ ２－Ａ～Ｂ ＲＳＷ・ＴＳＷ配管室 ○ 有 0.10 × 0.8 51

B1 非管 Ｃ８１６ ２－Ａ～Ｂ ＲＳＷ・ＴＳＷ配管室 ○ 有 0.20 × 1.9 52

B1 非管 Ｃ８１７ ２－Ａ～Ｂ ＲＳＷ・ＴＳＷ配管室 ○ 有 0.20 × 1.0 53

B1 非管 Ｃ８１９ ２－Ａ～Ｂ ＲＳＷ・ＴＳＷ配管室 ○ 有 0.20 × 1.6 54

B1 非管 Ｃ８２０ ２－Ａ～Ｂ ＲＳＷ・ＴＳＷ配管室 ○ 有 0.10 × 0.8 55

B1 非管 Ｃ８２２ ２－Ａ～Ｂ 非管用電気品室 ○ 有 0.20 × 1.0 56

B1 非管 Ｃ８２３ ２－Ａ～Ｂ 非管用電気品室 ○ 有 0.15 × 1.4 57

B1 管理 Ｄ０５１ Ｇ－３～４ 復水脱塩塔室 ○ 有 0.10 × 3.0 58

B1 管理 Ｄ０８４ Ｈ－４～５ グランド蒸気復水器排風機室 ○ 有 0.20 × 4.0 59

B1 管理 Ｋ００１ ７－Ｄ～Ｅ タービン駆動原子炉給水ポンプ室 ○ ○ 有 0.35 × 1.4 60

B1 非管 Ｎ５５６ ４－Ｂ～Ｃ ＣＷＰｴﾘｱＣ系 ○ 有 0.15 × 1.3 61

B1 非管 Ｎ５５７ ４－Ｂ～Ｃ ＣＷＰｴﾘｱＣ系 ○ 有 0.35 × 2.2 62

1 管理 Ａ００２ １－Ｆ～Ｇ 南側通路 ○ 有 0.10 × 0.8 63

1 管理 Ａ００３ １－Ｆ～Ｇ 南側通路 ○ 有 0.15 × 2.0 64

1 管理 Ａ０１６ Ｋ－２～３ 東側通路 ○ 有 0.10 × 0.1 65

1 管理 Ａ０１７ Ｋ－２～３ 東側通路 ○ 有 0.10 × 1.2 66

1 管理 Ａ０３１ Ｋ－３～４ 東側通路 ○ 有 0.10 × 1.4 67
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耐震壁 遮蔽 年月日 氏名

今回調査
幅(㎜)×長さ(m)

補修完了日/確認者氏名

番号階数
管理区
分

番　号 場　　　所 室名・ｴﾘｱ名
塗装
区分

部　位

1 管理 Ａ０４０ Ｋ－４～５ 東側通路 ○ 有 0.10 × 1.5 68

1 管理 Ａ０５３ Ｋ－６～７ 東側通路 ○ 有 0.10 × 1.4 69

1 管理 Ａ１８０ Ｄ－７～８ 給水加熱器室 ○ 有 0.10 × 1.1 70

1 管理 Ａ１８２ Ｄ－７～８ 給水加熱器室 ○ 有 0.10 × 0.4 71

1 管理 Ａ１８４ Ｄ－７～８ 給水加熱器室 ○ 有 0.10 × 0.4 72

1 管理 Ａ１８５ Ｄ－７～８ 給水加熱器室 ○ 有 0.10 × 1.2 73

1 管理 Ａ１８６ Ｄ－７～８ 給水加熱器室 ○ ○ 有 0.10 × 2.0 74

1 管理 Ａ１８８ Ｄ－７～８ 給水加熱器室 ○ 有 0.10 × 0.9 75

1 管理 Ａ１８９ Ｄ－７～８ 給水加熱器室 ○ 有 0.10 × 1.4 76

1 非管 Ａ５４３ ３－Ｄ～Ｅ ＩPB/Z空調機室 ○ ○ 有 0.30 × 0.6 77

1 非管 Ａ５４４ ３－Ｄ～Ｅ ＩPB/Z空調機室 ○ 有 0.20 × 2.0 78

1 非管 Ａ５５８ ２－Ｅ～Ｆ CF･CD制御室 ○ 有 0.10 × 1.2 79

1 非管 Ａ５５９ ２－Ｅ～Ｆ CF･CD制御室 ○ 有 0.10 × 1.8 80

1 非管 Ａ５６０ ２－Ｅ～Ｆ CF･CD制御室 ○ 有 0.20 × 0.9 81

1 非管 Ａ５６１ ２－Ｅ～Ｆ CF･CD制御室 ○ 有 0.15 × 0.7 82

1 非管 Ｃ５０７ ９－Ｃ～Ｄ 非常用電気品室 ○ 有 0.30 × 2.5 83

1 非管 Ｃ５３７ Ａ－７～８ トレーラ搬入スペース ○ 有 0.20 × 1.7 84
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耐震壁 遮蔽 年月日 氏名

今回調査
幅(㎜)×長さ(m)

補修完了日/確認者氏名

番号階数
管理区
分

番　号 場　　　所 室名・ｴﾘｱ名
塗装
区分

部　位

1 管理 Ｃ８０１ ２－Ｃ～Ｄ 南西側階段室 ○ ○ 有 0.65 × 1.7 85

1 管理 ＣＡ１４６ ４－G～H 復水器東階段前 ○ 有 0.10 × 2.0 86

1 管理 ＣＡ１４９ ４－G～H 復水器東階段前 ○ 有 0.10 × 1.3 87

1 管理 Ｄ００６ Ｊ－３～４ ＣＦメンテナンス室 ○ 有 0.10 × 1.5 88

1 管理 Ｄ００７ Ｊ－３～４ ＣＦメンテナンス室 ○ 有 0.10 × 1.2 89

1 管理 Ｄ０１２ Ｊ－３～４ ＣＦメンテナンス室 ○ ○ 有 0.20 × 1.2 90

1 管理 Ｎ６７６ ８－G～H 給水加熱器復水器側 ○ 有 0.10 × 1.5 91

2 管理 Ａ０１２ Ｋ－７～８ 東側ＦＤＷパイプスペース ○ 有 0.10 × 0.6 92

2 管理 Ａ０１３ Ｋ－７～８ 東側ＦＤＷパイプスペース ○ 有 0.10 × 1.1 93

2 管理 Ａ０４７ Ｊ－７～８ 西側ＦＤＷパイプスペース ○ 有 0.10 × 0.8 94

2 管理 Ａ０４９ Ｊ－７～８ 西側ＦＤＷパイプスペース ○ 有 0.10 × 0.5 95

2 管理 Ａ０５０ Ｊ－７～８ 西側ＦＤＷパイプスペース ○ 有 0.10 × 0.1 96

2 管理 Ａ０６９ Ｋ－６～７ 東側ＦＤＷパイプスペース ○ 有 0.15 × 1.4 97

2 管理 Ａ０７１ Ｋ－６～７ 東側ＦＤＷパイプスペース ○ 有 0.10 × 0.9 98

2 管理 Ａ１８６ ８－Ｊ～Ｋ 南側ＭＳパイプスペース（ＭＳトンネル） ○ 有 0.10 × 1.9 99

2 管理 Ａ１９１ ８－Ｊ～Ｋ 南側ＭＳパイプスペース（ＭＳトンネル） ○ 有 0.10 × 1.0 100

2 管理 Ａ１９９ Ｋ－７～８ 東側ＦＤＷパイプスペース ○ 有 0.20 × 3.3 101
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耐震壁 遮蔽 年月日 氏名

今回調査
幅(㎜)×長さ(m)

補修完了日/確認者氏名

番号階数
管理区
分

番　号 場　　　所 室名・ｴﾘｱ名
塗装
区分

部　位

2 管理 Ａ２２１ Ｄ－８～９ ２Ｆオペフロ西側 ○ 有 0.15 × 1.3 102

2 管理 Ａ２２２ Ｄ－８～９ ２Ｆオペフロ西側 ○ 有 0.15 × 1.3 103

2 管理 Ａ２２５ Ｄ－８～９ ２Ｆオペフロ西側 ○ 有 0.10 × 1.1 104

2 管理 Ａ２２７ Ｄ－８～９ ２Ｆオペフロ西側 ○ 有 0.10 × 0.8 105

2 管理 Ａ２２８ Ｄ－８～９ ２Ｆオペフロ西側 ○ 有 0.15 × 1.5 106

2 管理 Ａ２２９ Ｄ－８～９ ２Ｆオペフロ西側 ○ 有 0.10 × 1.1 107

2 管理 B1０７ Ｅ－４～５ 湿分分離加熱器室 ○ 有 0.10 × 1.6 108

2 管理 B1０８ Ｅ－５～６ 湿分分離加熱器室 ○ ○ 有 0.30 × 1.1 109

2 管理 B1０９ Ｅ－５～６ 湿分分離加熱器室 ○ 有 0.10 × 1.6 110

2 管理 B1１２ Ｅ－５～６ 湿分分離加熱器室 ○ 有 0.10 × 1.0 111

2 管理 B1１４ Ｅ－５～６ 湿分分離加熱器室 ○ 有 0.15 × 1.2 112

2 管理 B1１６ Ｅ－６～７ 湿分分離加熱器室 ○ 有 0.10 × 2.0 113

2 管理 B1１７ Ｅ－６～７ 湿分分離加熱器室 ○ 有 0.10 × 0.9 114

2 管理 B1２１ Ｅ－６～７ 湿分分離加熱器室 ○ 有 0.10 × 0.8 115

2 管理 Ｃ０１８ Ｈ－８～９ タービンフロア北東壁 ○ 有 0.10 × 1.3 116

2 管理 Ｃ０１９ Ｈ－８～９ タービンフロア北東壁 ○ 有 0.10 × 1.0 117

2 管理 Ｃ１１５ １－Ｅ～Ｆ タービン室南側通路 ○ 有 0.10 × 3.5 118
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耐震壁 遮蔽 年月日 氏名

今回調査
幅(㎜)×長さ(m)

補修完了日/確認者氏名

番号階数
管理区
分

番　号 場　　　所 室名・ｴﾘｱ名
塗装
区分

部　位

2 管理 Ｃ１１７ １－Ｅ～Ｆ タービン室南側通路 ○ 有 0.10 × 1.7 119

2 管理 Ｄ０７７ Ｋ－４～５ グランド蒸気蒸化器室 ○ 有 0.30 × 2.8 120

2 管理 Ｅ００５ Ｋ－１～２ 排気筒放射線モニタラック室 ○ 有 0.10 × 0.9 121

2 管理 Ｅ００６ Ｋ－１～２ 排気筒放射線モニタラック室 ○ 有 0.10 × 0.7 122

2 管理 Ｅ００７ Ｋ－１～２ 排気筒放射線モニタラック室 ○ 有 0.10 × 1.8 123

2 管理 Ｅ１３８ Ｋ－３～４ グランド蒸気蒸化器給水ポンプ室 ○ 有 0.10 × 2.0 124
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：報告書に記載のひび割れを示す。

補助 遮蔽 年月日 氏名

B2F 管理 １０９－Ｂ Ｄ～Ｅ－８～９ 地下ピット内 ○ 無 0.10 × 1.8 1

B2F 管理 １５－Ａ Ｅ－１～２ 地下ピット内 ○ ○ 有 0.15 × 1.5 2

B2F 管理 ５３－Ｂ ８－Ｅ～Ｆ 復水器室 ○ ○ 有 0.20 × 3.5 3

B2F 管理 １２８－Ｂ ７～８－Ｈ～Ｊ 高圧ドレンポンプ室 ○ ○ 有 0.10 × 1.3 4

B2F 管理 １０５－Ａ Ｇ～Ｈ－６～７ 高圧ドレンポンプ室 ○ ○ 有 0.10 × 1.6 5

B2F 管理 １０５－Ａ Ｇ～Ｈ－６～７ 高圧ドレンポンプ室 ○ ○ 有 0.10 × 0.7 6

B2F 管理 １２６－Ａ Ｈ～Ｊ－５～６ 低圧復水ポンプ室 ○ ○ 有 0.25 × 2.0 7

MB2 管理 １０７－Ｂ ４～５－Ｈ～Ｊ 北東側階段室前通路 ○ 有 0.10 × 1.3 8

MB2 管理 １０７－Ａ ４～５－Ｈ～Ｊ ＣＤ苛性ソーダ計量槽室 ○ 有 0.10 × 1.7 9

MB2 管理 １１６－Ａ Ｈ～Ｊ－７～８ 油受タンク室 ○ 有 0.10 × 3.5 10

MB2 管理 １１６－Ｂ Ｈ～Ｊ－７～８ 高圧制御油圧ユニット室 ○ 有 0.10 × 2.4 11

B1 非管 ６８－Ａ Ｂ～Ｃ－７～８ ＲＳＷ　Ａ系ポンプ室 ○ 無 0.45 × 2.4 12

B1 非管 ６８－Ｂ Ｂ～Ｃ－８～７ ＲＳＷ　Ｃ系ポンプ室 ○ 無 0.40 × 2.3 13

B1 非管 ６８－Ｂ Ｂ～Ｃ－８～７ ＲＳＷ　Ｃ系ポンプ室 ○ 無 0.15 × 1.2 14

B1 管理 ９７－Ｂ ４～５－Ｈ～Ｊ グランド蒸気復水器・排風器室 ○ 有 0.10 × 1.7 15

B1 管理 ９７－Ｂ ４～５－Ｈ～Ｊ グランド蒸気復水器・排風器室 ○ 有 0.10 × 0.9 16

B1 管理 ９７－Ａ ４～５－Ｈ～Ｊ タンクベントフィルター室 ○ 無 0.10 × 1.5 17

７号機タービン建屋　ひび割れ補修一覧表（補助壁・遮へい壁）

階数
管理区
分

壁番号 場　　　所 室名・ｴﾘｱ名

部位

番号

補修完了日/確認者氏名

幅(㎜)×長さ(m)

塗装
区分

今回調査
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：報告書に記載のひび割れを示す。

補助 遮蔽 年月日 氏名

７号機タービン建屋　ひび割れ補修一覧表（補助壁・遮へい壁）

階数
管理区
分

壁番号 場　　　所 室名・ｴﾘｱ名

部位

番号

補修完了日/確認者氏名

幅(㎜)×長さ(m)

塗装
区分

今回調査

B1 管理 ９７－Ａ ４～５－Ｈ～Ｊ タンクベントフィルター室 ○ 有 0.10 × 0.7 18

B1 管理 ９７－Ａ ４～５－Ｈ～Ｊ タンクベントフィルター室 ○ 無 0.10 × 0.7 19

1 非管 ９３－Ａ ８～９－Ｈ～Ｊ K-6/7管理区域トイレ ○ 有 0.10 × 1.9 23

1 管理 ９３－Ｂ ８～９－Ｈ～Ｊ 給水加熱器室 ○ 有 0.10 × 1.5 24
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：報告書に記載のひび割れを示す。

年月日 氏名

Ｔ 管理 5 ８～９－Ｋ ﾄﾚﾝﾁ内部（東側） 巾木 ｂ 有
0.1 × 0.6 × 7

1

Ｔ 管理 7 ７～８－Ｋ ﾄﾚﾝﾁ内部（東側） 巾木 ｂ 有
0.1 × 1.2 × 2

2

Ｔ 管理 13 ５～６－Ｋ ﾄﾚﾝﾁ内部（東側） 巾木 ｂ 有
0.1 × 3.4 × 9

3

Ｔ 管理 14 ４～５－Ｋ ﾄﾚﾝﾁ内部（東側） 巾木 ｂ 有
0.1 × 1.4 × 11

4

Ｔ 管理 25 ２～３－Ｊ～Ｋ ﾄﾚﾝﾁ内部（東側） 床 ｂ 有
0.1 × 3.1 × 1

5

Ｔ 管理 27 １～２－Ｆ～Ｈ ﾄﾚﾝﾁ内部（南側） 床 ｂ 有
0.1 × 14.1 × 1

6

Ｔ 管理 28 ９－Ｄ～Ｅ ﾄﾚﾝﾁ内部（北側） 巾木 ｂ 有
0.1 × 0.9 × 6

7

Ｔ 管理 33 ５～６－Ｊ～Ｋ ﾄﾚﾝﾁ内部（東側） 床 ｂ 有
0.1 × 4.0 × 1

8

Ｔ 管理 34 ７～８－Ｊ～Ｋ ﾄﾚﾝﾁ内部（東側） 床 ｂ 有
0.1 × 4.4 × 1

9

Ｔ 管理 52 ３～４－Ｊ～Ｋ ﾄﾚﾝﾁ内部（東側） 床 ｂ 有
0.1 × 2.4 × 2

10

Ｔ 管理 53 ４－Ｊ～Ｋ ﾄﾚﾝﾁ内部（東側） 床 ｂ 有
0.1 × 1.5 × 1

11

Ｔ 管理 57 ６～７－Ｋ ﾄﾚﾝﾁ内部（東側） 巾木 ｂ 有
0.1 × 3.2 × 25

12

Ｔ 管理 58 ６～７－Ｊ～Ｋ ﾄﾚﾝﾁ内部（東側） 床 ｂ 有
0.1 × 1.5 × 1

13

Ｔ 管理 59 ６～７－Ｊ～Ｋ ﾄﾚﾝﾁ内部（東側） 床 ｂ 有
0.1 × 2.6 × 1

14

Ｔ 管理 60 ７～８－Ｋ ﾄﾚﾝﾁ内部（東側） 巾木 ｂ 有
0.1 × 1.6 × 1

15

Ｔ 管理 61 ７～８－Ｋ ﾄﾚﾝﾁ内部（東側） 巾木 ｂ 有
0.1 × 2.4 × 4

16

部位
管理
ｴﾘｱ

補修完了日/確認者氏名

番号階数

７号機タービン建屋　ひび割れ補修一覧表（堰その他の設備）

管理区分 番号
塗装
区分

幅(㎜)×長さ(ｍ)×本数(本)場　　　所 室名・ｴﾘｱ名

18 / 25



：報告書に記載のひび割れを示す。

年月日 氏名

部位
管理
ｴﾘｱ

補修完了日/確認者氏名

番号階数

７号機タービン建屋　ひび割れ補修一覧表（堰その他の設備）

管理区分 番号
塗装
区分

幅(㎜)×長さ(ｍ)×本数(本)場　　　所 室名・ｴﾘｱ名

Ｔ 管理 62 ８～９－Ｋ ﾄﾚﾝﾁ内部（東側） 巾木 ｂ 有
0.1 × 0.3 × 3

17

Ｔ 管理 63 ８～９－Ｋ ﾄﾚﾝﾁ内部（東側） 巾木 ｂ 有
0.1 × 0.6 × 4

18

Ｔ 管理 64 ９－Ｊ～Ｋ ﾄﾚﾝﾁ内部（東側） 巾木 ｂ 有
0.1 × 0.6 × 5 ｓ

19

Ｔ 管理 65 ８～９－Ｈ～Ｊ ﾄﾚﾝﾁ内部（北側） 床 ｂ 有
0.1 × 1.3 × 1

20

Ｔ 管理 66 ８～９－Ｈ～Ｊ ﾄﾚﾝﾁ内部（北側） 床 ｂ 有
0.1 × 1.0 × 1

21

Ｔ 管理 67 ８～９－Ｈ～Ｊ ﾄﾚﾝﾁ内部（北側） 床 ｂ 有
0.1 × 0.7 × 2

22

Ｔ 管理 68 ８～９－Ｄ～Ｅ ﾄﾚﾝﾁ内部（北側） 床 ｂ 有
0.1 × 0.9 × 1

23

Ｔ 管理 69 ８～９－Ｄ～Ｅ ﾄﾚﾝﾁ内部（北側） 床 ｂ 有
0.1 × 1.6 × 2

24

Ｔ 管理 70 ８～９－Ｈ～Ｊ ﾄﾚﾝﾁ内部（北側） 床 ｂ 有
0.1 × 1.6 × 4

25

Ｔ 管理 71 ４～５－Ｋ ﾄﾚﾝﾁ内部（東側） 巾木 ｂ 有
0.1 × 0.5 × 4

26

Ｔ 管理 72 ４～５－Ｋ ﾄﾚﾝﾁ内部（東側） 巾木 ｂ 有
0.1 × 0.5 × 5

27

Ｔ 管理 73 ３～４－Ｋ ﾄﾚﾝﾁ内部（東側） 巾木 ｂ 有
0.1 × 1.0 × 5

28

Ｔ 管理 74 ２～３－Ｋ ﾄﾚﾝﾁ内部（東側） 巾木 ｂ 有
0.1 × 1.6 × 11

29

Ｔ 管理 75 １～２－Ｋ ﾄﾚﾝﾁ内部（東側） 巾木 ｂ 有
0.1 × 1.5 × 9

30

Ｔ 管理 76 １～２－Ｊ～Ｋ ﾄﾚﾝﾁ内部（南側） 巾木 ｂ 有
0.1 × 0.6 × 2

31

Ｔ 管理 77 １－Ｈ ﾄﾚﾝﾁ内部（南側） 巾木 ｂ 有
0.1 × 0.3 × 1

32
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：報告書に記載のひび割れを示す。

年月日 氏名

部位
管理
ｴﾘｱ

補修完了日/確認者氏名

番号階数

７号機タービン建屋　ひび割れ補修一覧表（堰その他の設備）

管理区分 番号
塗装
区分

幅(㎜)×長さ(ｍ)×本数(本)場　　　所 室名・ｴﾘｱ名

Ｔ 管理 78 １－Ｇ～Ｈ ﾄﾚﾝﾁ内部（南側） 巾木 ｂ 有
0.1 × 0.9 × 1

33

Ｔ 管理 79 １－Ｇ～Ｈ ﾄﾚﾝﾁ内部（南側） 巾木 ｂ 有
0.1 × 0.9 × 2

34

Ｔ 管理 80 １－Ｅ～Ｇ ﾄﾚﾝﾁ内部（南側） 巾木 ｂ 有
0.1 × 3.1 × 7

35

Ｔ 管理 81 ６～７－Ｊ～Ｋ ﾄﾚﾝﾁ内部（東側） 床 ｂ 有
0.1 × 2.1 × 1

36

Ｔ 管理 82 ６～７－Ｊ～Ｋ ﾄﾚﾝﾁ内部（東側） 床 ｂ 有
0.1 × 0.6 × 1

37

Ｔ 管理 83 ６～７－Ｊ～Ｋ ﾄﾚﾝﾁ内部（東側） 床 ｂ 有
0.1 × 1.5 × 3

38

Ｔ 管理 84 ６～７－Ｊ～Ｋ ﾄﾚﾝﾁ内部（東側） 床 ｂ 有
0.1 × 2.6 × 1

39

Ｔ 管理 85 ８～９－Ｄ ﾄﾚﾝﾁ内部（北側） 巾木 ｂ 有
0.1 ×

W
3.2 ×

H
1.1

40

Ｔ 管理 86 ８～９－Ｄ ﾄﾚﾝﾁ内部（北側） 巾木 ｂ 有
0.1 ×

W
3.5 ×

H
1.2 ｓ

41

Ｔ 管理 87 ８～９－Ｅ～Ｇ ﾄﾚﾝﾁ内部（北側） 床 ｂ 有
0.1 × 2.2 × 2

42

Ｔ 管理 88 ８～９－Ｇ～Ｈ ﾄﾚﾝﾁ内部（北側） 床 ｂ 有
0.1 × 2.9 × 1

43

Ｔ 管理 89 ８～９－Ｇ～Ｈ ﾄﾚﾝﾁ内部（北側） 床 ｂ 有
0.1 × 0.8 × 1

44

Ｔ 管理 90 ８～９－Ｈ～Ｊ ﾄﾚﾝﾁ内部（北側） 床 ｂ 有
0.1 × 0.4 × 1

45

Ｔ 管理 91 ４～５－Ｊ～Ｋ ﾄﾚﾝﾁ内部（東側） 床 ｂ 有
0.1 × 1.9 × 1

46

Ｔ 管理 92 ８～９－Ｋ ﾄﾚﾝﾁ内部（東側） 巾木 ｂ 有
0.1 × 0.3 × 2

47

Ｔ 管理 93 ８～９－Ｋ ﾄﾚﾝﾁ内部（東側） 巾木 ｂ 有
0.1 × 0.3 × 1

48
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：報告書に記載のひび割れを示す。

年月日 氏名

部位
管理
ｴﾘｱ

補修完了日/確認者氏名

番号階数

７号機タービン建屋　ひび割れ補修一覧表（堰その他の設備）

管理区分 番号
塗装
区分

幅(㎜)×長さ(ｍ)×本数(本)場　　　所 室名・ｴﾘｱ名

Ｔ 管理 94 ７～８－Ｋ ﾄﾚﾝﾁ内部（東側） 巾木 ｂ 有
0.1 × 0.3 × 1

49

Ｔ 管理 95 ７～８－Ｋ ﾄﾚﾝﾁ内部（東側） 巾木 ｂ 有
0.1 × 0.3 × 1

50

Ｔ 管理 96 ５～６－Ｋ ﾄﾚﾝﾁ内部（東側） 巾木 ｂ 有
0.1 × 0.3 × 1

51

Ｔ 管理 97 ７～８－Ｊ～Ｋ ﾄﾚﾝﾁ内部（東側） 床 ｂ 有
0.1 × 1.6 × 1

52

Ｔ 管理 98 ７～８－Ｊ～Ｋ ﾄﾚﾝﾁ内部（東側） 床 ｂ 有
0.1 × 2.4 × 1

53

B2 管理 1 ９－Ｅ～Ｈ 北側通路 巾木 ｂ 有
0.1 × 2.2 × 31

54

B2 管理 3 ７～８－Ｅ～Ｈ 復水器室 床 ｂ 有
0.1 ×

W
13.0 ×

L
26.0

55

B2 管理 7 ６～７－Ｇ～Ｈ 復水器室 床 ｂ 有
0.2 × 0.5 × 5

56

B2 管理 8 ７～８－Ｈ～Ｊ
復水回収
ﾎﾟﾝﾌﾟ･ﾀﾝｸ室

床 ｂ 有
0.1 × 28.6 ㎡

57

B2 管理 9 ７～８－Ｈ～Ｊ VGL復水器室 床 ｂ 有
0.1 × 20.4 ㎡

58

B2 管理 13 ７～８－Ｈ～Ｊ 高圧ﾄﾞﾚﾝﾎﾟﾝﾌﾟ室 床 ｂ 有
0.2 × 3.7 × 2

59

B2 管理 14 ７－Ｈ～Ｊ 高圧ﾄﾞﾚﾝﾎﾟﾝﾌﾟ室 床 ｂ 有
0.4 × 2.7 × 1

60

B2 管理 15 ６～７－Ｇ～Ｋ 高圧ﾄﾞﾚﾝﾎﾟﾝﾌﾟ室 床 ｂ 有
0.3 × 140.1 ㎡

61

B2 管理 36 ６～７－Ｊ～Ｋ 高圧ﾄﾞﾚﾝﾎﾟﾝﾌﾟ室 床 ｂ 有
0.1 × 1.9 × 1

62

B2 管理 38 ５～６－Ｈ～Ｊ 低圧復水ﾎﾟﾝﾌﾟ室 床 ｂ 有
0.1 × 80.2 ㎡

63

B2 管理 43 ８～９－Ｃ～Ｄ RCW配管室 床 ｂ 有
0.2 × 9.4 ㎡

64
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：報告書に記載のひび割れを示す。

年月日 氏名

部位
管理
ｴﾘｱ

補修完了日/確認者氏名

番号階数

７号機タービン建屋　ひび割れ補修一覧表（堰その他の設備）

管理区分 番号
塗装
区分

幅(㎜)×長さ(ｍ)×本数(本)場　　　所 室名・ｴﾘｱ名

B2 管理 58 ６～７－Ｆ～Ｇ 復水器室 床 ｂ 有
0.1 × 1.0 × 3

65

B2 管理 101 ７～８－Ｇ～Ｈ 北側階段室 床 ｂ 有
0.1 × 0.9 × 4

66

B2 管理 102 ４～５－Ｈ～Ｊ CF逆洗水受ﾀﾝｸ室 巾木、壁 ｂ，ｆ 有
0.1 ×

W
1.5 ×

H
2.5 ｓ

67

B2 管理 103 ４～５－Ｈ～Ｊ CF逆洗水受ﾀﾝｸ室 巾木、壁 ｂ，ｆ 有
0.1 ×

W
7.2 ×

H
2.5 ｓ

68

B2 管理 104 ４～５－Ｈ～Ｊ CF逆洗水受ﾀﾝｸ室 巾木、壁 ｂ，ｆ 有
0.1 ×

W
0.7 ×

H
2.5 ｓ

69

B2 管理 105 ２～３－Ｈ～Ｊ CDｲｵﾝ樹脂再生塔室前室 床 ｂ 有
0.1 × 3.0 × 1

70

B2 管理 106 ２～３－Ｈ～Ｊ CDｲｵﾝ樹脂再生塔室 床 ｂ 有
0.1 × 1.0 × 1

71

B2 管理 107 ６～７－Ｄ～Ｅ 西側通路 床 ｂ 有
0.1 × 1.4 × 1

72

B2 管理 108 ３～４－Ｄ～Ｅ
海水ﾄﾞﾚﾝ
ｻﾝﾌﾟﾀﾝｸｴﾘｱ

床 ｂ 有
0.1 × 4.4 × 2

73

B2 管理 109 ３～４－Ｄ～Ｅ
海水ﾄﾞﾚﾝ
ｻﾝﾌﾟﾀﾝｸｴﾘｱ

床 ｂ 有
0.1 × 2.4 × 1

74

B2 管理 110 ５～６－Ｇ～Ｈ 低圧復水ﾎﾟﾝﾌﾟ室 床 ｂ 有
0.1 × 1.1 × 2

75

B2 管理 111 ４～５－Ｇ～Ｈ 低圧復水ﾎﾟﾝﾌﾟ室 床 ｂ 有
0.1 × 0.3 × 3

76

B2 管理 112 ５～６－Ｄ～Ｅ 西側通路 床 ｂ 有
0.1 × 0.5 × 1

77

B2 管理 113 ６～７－Ｅ～Ｆ 復水器室 床 ｂ 有
0.1 × 1.5 × 1

78

B2 管理 114 ６～７－Ｆ～Ｇ 復水器室 床 ｂ 有
0.1 × 0.3 × 3

79

B2 管理 115 ６～７－Ｆ 復水器室 床 ｂ 有
0.1 × 0.6 × 3

80
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：報告書に記載のひび割れを示す。

年月日 氏名

部位
管理
ｴﾘｱ

補修完了日/確認者氏名

番号階数

７号機タービン建屋　ひび割れ補修一覧表（堰その他の設備）

管理区分 番号
塗装
区分

幅(㎜)×長さ(ｍ)×本数(本)場　　　所 室名・ｴﾘｱ名

B2 管理 116 ６～７－Ｅ～Ｆ 復水器室 床 ｂ 有
0.1 × 0.5 × 1

81

B2 管理 117 ６～７－Ｅ～Ｆ 復水器室 床 ｂ 有
0.1 × 0.5 × 1

82

B2 管理 118 ６～７－Ｆ～Ｇ 復水器室 床 ｂ 有
0.1 × 2.0 × 1

83

B2 管理 119 ６～７－Ｆ～Ｇ 復水器室 床 ｂ 有
0.1 × 0.4 × 1

84

B2 管理 120 ６～７－Ｅ～Ｆ 復水器室 床 ｂ 有
0.1 × 0.3 × 1

85

B2 管理 121 ６～７－Ｄ～Ｅ 復水器室 床 ｂ 有
0.1 × 0.5 × 1

86

B2 管理 122 ５～６－Ｅ～Ｆ 復水器室 床 ｂ 有
0.1 × 0.8 × 1

87

B2 管理 123 ５～６－Ｆ～Ｇ 復水器室 床 ｂ 有
0.1 × 0.6 × 1

88

B2 管理 124 ５～６－Ｅ～Ｆ 復水器室 床 ｂ 有
0.1 × 0.8 × 1

89

B2 管理 125 ４～５－Ｅ～Ｆ 復水器室 床 ｂ 有
0.1 × 0.5 × 1

90

B2 管理 126 ４～５－Ｆ～Ｇ 復水器室 床 ｂ 有
0.1 × 1.5 × 1

91

B2 管理 127 ３～４－Ｅ～Ｆ 復水器室 床 ｂ 有
0.1 × 0.6 × 1

92

B2 管理 128 ３～４－Ｆ～Ｇ 復水器室 床 ｂ 有
0.1 × 0.5 × 1

93

B2 管理 129 ３～４－Ｅ～Ｆ 復水器室 床 ｂ 有
0.1 × 2.3 × 1

94

B2 管理 130 ２～３－Ｆ～Ｇ
排ガス放射線
モニタ室(C)

床 ｂ 有
0.1 × 3.5 × 1

95

B2 管理 131 ３～４－Ｅ～Ｆ
排ガス放射線
モニタ室(F)

床 ｂ 有
0.1 × 1.5 × 1

96

23 / 25



：報告書に記載のひび割れを示す。

年月日 氏名

部位
管理
ｴﾘｱ

補修完了日/確認者氏名

番号階数

７号機タービン建屋　ひび割れ補修一覧表（堰その他の設備）

管理区分 番号
塗装
区分

幅(㎜)×長さ(ｍ)×本数(本)場　　　所 室名・ｴﾘｱ名

B2 管理 132 ４～５－Ｇ～Ｈ 復水器室 床 ｂ 有
0.1 × 0.3 × 2

97

B2 管理 133 ３～４－Ｇ～Ｈ 低圧ﾄﾞﾚﾝﾎﾟﾝﾌﾟ室 床 ｂ 有
0.1 ×

W
2.0 ×

L
2.1

98

B2 管理 134 ５～６－Ｇ～Ｈ 復水器室 床 ｂ 有
0.1 × 1.0 × 1

99

B2 管理 135 ５～６－Ｇ～Ｈ 復水器室 床 ｂ 有
0.1 × 0.9 × 1

100

B2 管理 136 ５～６－Ｇ～Ｈ 復水器室 床 ｂ 有
0.1 × 0.4 × 1

101

B2 管理 137 ５～６－Ｇ～Ｈ 復水器室 床 ｂ 有
0.1 × 0.5 × 1

102

B2 管理 138 ５～６－Ｇ～Ｈ 復水器室 床 ｂ 有
0.1 × 0.4 × 1

103

B2 管理 139 ５～６－Ｇ～Ｈ 復水器室 床 ｂ 有
0.1 × 0.3 × 1

104

B2 管理 140 ５～６－Ｇ～Ｈ 復水器室 床 ｂ 有
0.1 × 0.5 × 1

105

B2 管理 141 ６－Ｇ～Ｈ 復水器室 床 ｂ 有
0.1 × 1.2 × 1

106

B2 管理 142 ６～７－Ｇ～Ｈ 復水器室 床 ｂ 有
0.1 × 0.9 × 1

107

B2 管理 143 ６～７－Ｇ～Ｈ 復水器室 床 ｂ 有
0.1 × 0.3 × 1

108

B2 管理 144 ４～５－Ｈ～Ｊ CF逆洗水受ﾀﾝｸ室 壁 ｆ 有
0.1 × 0.7 × 1 ｓ

109

B2 管理 145 ２～３－Ｈ～Ｊ CDｲｵﾝ樹脂再生塔室 床 ｂ 有
0.1 × 1.0 × 1

110

B2 管理 146 ２～３－Ｈ～Ｊ CDｲｵﾝ樹脂再生塔室 床 ｂ 有
0.1 × 3.0 × 1

111

B2 管理 147 ２～３－Ｈ～Ｊ CDｲｵﾝ樹脂再生塔室 床 ｂ 有
0.1 × 0.5 × 1

112
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：報告書に記載のひび割れを示す。

年月日 氏名

部位
管理
ｴﾘｱ

補修完了日/確認者氏名

番号階数

７号機タービン建屋　ひび割れ補修一覧表（堰その他の設備）

管理区分 番号
塗装
区分

幅(㎜)×長さ(ｍ)×本数(本)場　　　所 室名・ｴﾘｱ名

B2 管理 148 ７～８－Ｈ～Ｊ 高圧ﾄﾞﾚﾝﾎﾟﾝﾌﾟ室 床 ｂ 有
0.1 × 2.1 × 2

113

B2 管理 149 ７～８－Ｈ～Ｊ 高圧ﾄﾞﾚﾝﾎﾟﾝﾌﾟ室 床 ｂ 有
0.1 × 0.7 × 5

114

B2 管理 150 ６～７－Ｄ～Ｅ 復水器室 床 ｂ 有
0.1 × 0.6 × 1

115

B2 管理 151 ６～７－Ｄ～Ｅ 復水器室 床 ｂ 有
0.1 × 0.5 × 2

116

B2 管理 152 ５～６－Ｄ～Ｅ 復水器室 床 ｂ 有
0.1 × 0.3 × 1

117

B2 管理 153 ３～４－Ｄ～Ｅ 復水器室 床 ｂ 有
0.1 × 0.7 × 2

118
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資料２ 

 
 
 
 
○ 壁面：塗装仕上げあり（エポキシ樹脂注入あり） 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 
① 凹カット             ②エポキシ樹脂状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③エポキシ樹脂注入             ④不陸調整 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤エポキシ樹脂塗装 

 

 

 

Sample 



 

資料３ 

 

 

品質記録の例 
 

 

 

・ 躯体ひび割れ補修工程内検査報告書 

 

・ 躯体ひび割れ補修後の外観検査報告書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 



書類番号 Ｋ○－○－○－○○○ 

東京電力株式会社 新潟県中越沖地震復旧に伴う 

柏崎刈羽原子力発電所○号機○建屋補修工事 GM メンバー 

躯体ひび割れ補修工程内検査報告書 
 

 

 

建屋名称 ○○建屋 階数  ○F 場所 ○○○○ 

管理番号 ○○ 確認年月日 平成○年○月○日 確認者   ○○○○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

項目 管 理 項 目 判定 確認者 確認日 

調査 
補修するひび割れが建物・構築物点検にて調査したひび割

れと相違ないこと（ひび割れ幅番号・幅・長さ） 

   

材料 注入材または補修材料が適切か    

下地処理 
下地状況が適切か（不適切な場合には清掃・研磨等を行い

健全な下地を確保すること） 
   

取付けピッチが適切か 

基本的には 幅 0.2mm 以下 150～250mm ピッチ 

幅 0.3mm 以下 250～350mm ピッチ 

   

座金の注入穴がひび割れからずれていないか    
座金取付 

座金廻りのシールは十分か    

シール シールの設置状況は適切か    

注入材の量・混合量は適正か    

座金へシリンダーの設置状況は十分か    

シリンダーへの注入材の充填量は適当か    
注入 

ゴムの本数は適切か    

注入材が硬化しているか    養生・座金

撤去 座金・シール材・養生材を撤去し残しはないか    

パテ処理 パテ処理状況は良好か    

仕上 仕上げ塗装の膜厚は規定値以上か 仕上状況は良好か    

○○○○株式会社 

  

備 

 

 

考 

 

  

 



書類番号 Ｋ○－○－○－○○○ 

東京電力株式会社 新潟県中越沖地震復旧に伴う 

柏崎刈羽原子力発電所○号機○建屋補修工事 GM メンバー 

躯体ひび割れ補修後の外観検査報告書 
 

 

 

建屋名称 ○○○建屋 東京電力： 

検査年月日 平成○年○月○日 
立会者 

○○建設： 

階数 管理番号 室名・エリア名 部位 外観検査 判定 

○F ○○○ ○○○○○○ 壁 有害な欠陥がないこと 良 

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

○○○○株式会社 

  

備 

 

 

考 

 

  

 

 




